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ごしよがけ

泥火山一後生掛温泉一(西津軽1北款因踏?)

頂部に火口をもつ火山のような形でやわらかい泥土からなる小尻を掘

火山と呼んでいる.これは泥土質の地中からガスが継続的に噴繊する

場合泥土を噴きとばしたリ押し出した夢してつくるもので鞠熊飽,

方に多いといわれる.同本ではこれが火山噴気に関連して温集地撒こ

生じる例があリここにあげた後生掛温泉の泥火山は著名で姦る｡こ

の馨含は湯沼の底にたまったりあるいは地中依あ?た売立が火出ガス

で鱗き上げられてできたものである.撮影時には小丘秘まるで火山列

のぶう1こ並び壮観で李った後生蟄温泉は前回の手州温泉と渕様八

鰯饗の温泉群の1つで噴気孔･譲湯沼･泥火山など温泉景観のスケ

ｰルの大きさでは最たるものである.(盛谷智之)�


